
水揚数量（ｔ） 前年比 単価 前年比

花 咲 10,480 122% 5,960 100%

厚 岸 1,350 48% 5,417 130%

釧 路 115 76% 4,843 114%

計 11,945 103% 5,887 107%

宮 古 126 27% 8,271 193%

石 255 31% 8,030 184%

大 船 渡 2,471 40% 6,913 153%

計 2,852 38% 7,073 158%

気 仙 沼 2,223 49% 6,606 159%

女 川 1,236 24% 6,570 149%

計 3,459 36% 6,593 154%

福 島 小 名 浜 17 5% 4,202 110%

千 葉 銚 子 18 4% 6,930 159%

18,291 62% 6,205 129%総  計

北
海
道

岩
手

宮
城

����������������

ゼ
ネ
ラ
ル
・
オ
イ
ス
タ
ー（
Ｇ

Ｏ
）
は
、
牡
蠣
を
中
心
と
し
た

飲
食
、
卸
売
、
加
工
、
陸
上
養

殖
、
６
次
産
業
化
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
東
証
マ
ザ
ー
ズ
上

場
。
国
内
主
要
都
市
に
直
営
２５

店
舗
を
展
開
す
る
ほ
か
、
「
牡

蠣
の
養
畜
方
法
」
「
牡
蠣
の
陸

上
養
殖
方
法
（
米
国
、
台
湾
、

中
国
含
む
）」「
牡
蠣
の
保
存
方

法
」
の
３
つ
の
特
許
技
術
に
よ

り
、
自
社
グ
ル
ー
プ
内
で
事
業

の
垂
直
統
合
化
を
進
め
て
い

る
。阪

和
興
業
は
今
回
の
業
務
提

携
に
よ
り
、
Ｇ
Ｏ
が
岩
手
県
上

閉
伊
郡
大
槌
町
に
保
有
す
る
最

新
鋭
の
水
産
加
工
工
場
で
、
阪

和
グ
ル
ー
プ
の
ハ
ン
ワ
フ
ー

ズ
、
丸
本
本
間
水
産
、
東
日
本

フ
ー
ズ
向
け
に
高
次
水
産
加
工

製
品
の
生
産
を
行
う
計
画
。

ま
た
、
「
ゼ
ネ
ラ
ル
・
オ
イ

ス
タ
ー
が
展
開
す
る
各
事
業
と

連
携
し
、
当
社
食
品
部
門
の
成

長
戦
略
で
あ
る『
川
上
、
川
中
、

川
下
を
統
べ
る
垂
直
統
合
型
事

業
展
開
』
を
加
速
さ
せ
、
両
社

の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
す
」

と
し
て
い
る
。

大
槌
工
場
分
社
化

と
合
弁
化
へ
協
議

ゼ
ネ
ラ
ル
・
オ
イ
ス
タ
ー
に

よ
る
と
、
両
社
は
今
回
の
第
三

者
割
当
増
資
後
、
加
工
事
業
の

拡
大
を
行
い
な
が
ら
、
大
槌
工

場
の
分
社
化
（
分
社
化
の
方
法

は
検
討
中
）
と
、
加
工
工
場
運

営
会
社
の
合
弁
事
業
化
に
向
け

た
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
に
つ

い
て
も
合
意
し
て
い
る
と
い

う
。Ｇ

Ｏ
が
今
回
の
第
三
者
割
当

増
資
で
得
る
資
金
は
４
億
９
０

０
０
万
円
。
資
金
の
使
途
に
つ

い
て
同
社
は
成
長
投
資
に
３
億

７
８
０
０
万
円
（
支
出
予
定
時

期
は
２
０
２
２
年
１
月
～
２５
年

３
月
）
、
設
備
更
新
投
資
（
店

舗
事
業
）
に
１
億
１
２
０
０
万

円（
同
２２
年
１
月
～
２３
年
１２
月
）

と
し
て
い
る
。

成
長
投
資
の
具
体
的
な
使
途

は
①
陸
上
養
殖
の
量
産
化
に
向

け
た
投
資
（
２
億
６
７
０
０
万

円
）
②
Ｅ
Ｃ
通
販
事
業
の
強
化

（
１
億
１
０
０
万
円
）
③
大
槌

工
場
の
増
産
対
応
費
用
（
１
０

０
０
万
円
）
と
し
て
い
る
。

全
さ
ん
ま
は
２
０
２
１
年
漁

期
の
水
揚
げ
状
況
を
７
日
公
表

し
た
。
最
終
的
な
水
揚
げ
数
量

は
１
万
８
２
９
１
ｔ
（
前
年
比

６２
％
）で
２
万
ｔ
を
割
り
込
み
、

３
年
連
続
で
過
去
最
低
と
な
っ

た
。平

均
単
価
（
１０
㎏
当
た
り
）

は
６
２
０
５
円
で
前
年
比
２９
％

ア
ッ
プ
し
た
も
の
の
、
数
量
減

に
よ
り
水
揚
げ
金
額
は
前
年
比

８０
％
の
１
１
３
億
円
に
と
ど
ま

っ
た
。

北
海
道
の
花
咲
を
除
い
て
各

漁
港
と
も
前
年
を
大
幅
に
下
回

っ
た
。
岩
手
県（
宮
古
、
釜
石
、

大
船
渡
な
ど
）は
前
年
比
３８
％
、

宮
城
県
も
気
仙
沼
が
４
５
６
５

ｔ
か
ら
２
２
２
３
ｔ
と
半
減

し
、
女
川
は
５
０
６
０
ｔ
か
ら

１
２
３
６
ｔ
と
４
分
の
１
に
激

減
し
た
。

福
島
県
の
小
名
浜
は
３
２
６

ｔ
か
ら
１７
ｔ
、
千
葉
県
の
銚
子

も
４
７
６
ｔ
か
ら
わ
ず
か
１８
ｔ

に
減
少
し
た
。

阪
和
興
業
は
１１
日
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
オ
イ
ス
タ
ー
（
東
京
都
中

央
区
）
が
実
施
予
定
の
第
三
者
割
当
増
資
の
う
ち
、
１１
万
２
０

０
０
株
（
出
資
比
率
２
・
８
％
）
を
引
き
受
け
る
合
意
を
含
む

資
本
業
務
提
携
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

シーフードレガシーはサプラ

イチェーン関係者のサステナブ

ル・シーフードに特化した売買

をサポートするＢｔｏＢ専門ウ

ェブサイト「Sustainable Sea-

food Catalog」（サスシーカタロ

グ）をこのほど開設した。

「
さ
か
な
メ
デ
リ
ス
ト
」
と

は
、
そ
の
名
の
通
り
、
魚
を�
愛

で
る
�
人
の
こ
と
。
「
３
秒
以

上
目
を
合
わ
せ
る
」
「
気
に
な

る
部
分
を
愛
情
込
め
て
ペ
チ
ペ

チ
奏
で
る
」
と
い
っ
た
「
魚
を

愛
で
る
１０
カ
条
」
を
信
条
と
す

る
。
水
島
氏
は
初
代
さ
か
な
メ

デ
リ
ス
ト
と
し
て
、

１０
カ
条
を
実
際
に

体
験
し
て
も
ら
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

５０
人
以
上
の
メ
デ
リ
ス
ト
を
輩

出
。
魚
好
き
の
裾
野
を
広
げ
る

た
め
活
動
し
て
い
る
。

１０
カ
条
は
�
生
き
物
と
し
て

の
魚
�
と
コ
コ
ロ
で
向
き
合
う

た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
決
し

て
魚
を
食
べ
る
こ
と
を
強
要
す

る
も
の
で
は
な
い
。

「『
魚
を
食
べ
た
方
が
い
い
』

と
認
識
し
て
い
る
人
は
多
い
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
魚
を
食
べ

る
習
慣
が
身
に
つ
く
ま
で
に
は

大
き
な
溝
が
あ
る
。�
愛
で
る
�

と
い
っ
た
一
風
変
わ
っ
た
ア
プ

ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
で
、
魚
に

対
し
て
少
し
で
も
愛
情
や
興
味

を
持
っ
て
ほ
し
い
」（
水
島
氏
）

メ
デ
リ
ス
ト
と
し
て
心
掛
け

て
い
る
の
は
「
消
費
者
の
一
人

で
あ
る
」
こ
と
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
で
磯
焼
け
問

題
に
つ
い
て
触
れ
る
際
は
自
分

の
考
え
を
押
し
付
け
る
こ
と
な

く
、
漁
業
者
か
ら
聞
い
た
現
状

を
代
弁
す
る
に
留
め
て
い
る
。

同
氏
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
は
、
「
先
輩
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
」
と
称
し
て
、
漁
業
者
や

水
産
物
販
売
業
な
ど
現
場
の
先

人
た
ち
の
取
り
組
み
や
理
念
に

つ
い
て
の
情
報
発
信
を
行
う
。

初
代
メ
デ
リ
ス
ト
で
あ
り
な
が

ら
、�
先
輩
�
と
仰
ぐ
の
は
水

産
物
を
生
産
・
供
給
す
る
現
場

従
事
者
へ
の
敬
意
の
表
れ
。

水
島
氏
の
本
業
は
焼
菓
子
製

造
業
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
海
藻
ス
イ
ー
ツ
の
製
造
も
行

う
。
原
料
に
は
徹
底
し
た
資
源

管
理
下
で
収
穫
さ
れ
た
国
産
ヒ

ジ
キ
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
に

養
殖
さ
れ
た
昆
布
な
ど
を
使

用
。
時
期
や
量
を
限
定
し
販
売

し
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
が
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、
現
状
を
ど
う
捉
え
、
ど

う
行
動
す
る
か
は
そ
の
人
次

第
。
難
し
い
話
題
で
も
、
自
分

ご
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う

に
ス
イ
ー
ツ
と
い

う
形
に
し
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け

に
、
問
題
を
知
る
人
や
行
動
す

る
人
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
」

◇

◇

み
ず
し
ま
・
あ
や
こ

神
奈

川
県
横
須
賀
市
出
身
。
さ
か
な

メ
デ
リ
ス
ト
と
し
て
魚
食
普
及

の
活
動
を
す
る
ほ
か
、
菓
子
製

造
業
「A

S
m

u
ffin

（
ア
ズ

マ
フ
ィ
ン
）」代
表
も
務
め
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ

国
連
の
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
国
連
海
洋
科
学
の
１０

年
（
２
０
２
１－

２
０
３
０

年
）
」
は
、
日
本
国
内
外
で
ウ

ニ
畜
養
事
業
を
展
開
す
る
ウ
ニ

ノ
ミ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
を
公
式
推

薦
す
る
こ
と
を
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
。
営
利
企
業
と
し
て
公
式

推
薦
を
受
け
る
の
は
世
界
で
３

社
目
。

「
国
連
海
洋
科
学
の
１０
年
」

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
達
成
に
向
け
、
海
洋

科
学
に
関
す
る
定
性
的
・
定
量

的
知
識
と
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
解
決
策
を
広
く
提
供
す
る
た

め
の
計
画
・
枠
組
み
の
こ
と
。

２
０
１
７
年
の
国
連
総
会
で
宣

言
さ
れ
た
。

「
国
連
海
洋
科
学
の
１０
年
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
る
ジ

ュ
リ
ア
ン
・
バ
ル
ビ
エ
ー
ル
氏

（
ユ
ネ
ス
コ
政
府
間
海
洋
学
委

員
会
海
洋
政
策
・
地
域
調
整
部

門
長
）
は
「
我
々
は
海
洋
の
未

来
を
守
り
、
健
全
な
地
球
を
取

り
戻
す
た
め
に
最
適
な
パ
ー
ト

ナ
ー
を
常
に
探
し
求
め
て
い

る
」
と
し
た
う
え
で
、
「
ウ
ニ

ノ
ミ
ク
ス
が
取
り
組
む
ウ
ニ
畜

養
事
業
に
よ
る
磯
焼
け
対
策
と

藻
場
保
全
は
、
多
面
的
か
つ
三

方
良
し
の
解
決
策
で
あ
り
、『
国

連
海
洋
科
学
の
１０
年
』
の
枠
組

み
で
支
援
し
促
進
さ
せ
た
い
模

範
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と

評
価
し
て
い
る
。

ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス
（
東
京
都
江

東
区
）
の
武
田
ブ
ラ
イ
ア
ン
剛

代
表
は
「
公
式
推
薦
を
受
け
、

活
動
を
共
に
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

各
位
と
協
力
し
、
『
国
連
海
洋

科
学
の
１０
年
』
が
掲
げ
る
ビ
ジ

ョ
ン
へ
貢
献
す
る
と
同
時
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
邁
進
す

る
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い

る
。

痩
ウ
ニ
を
２
カ
月

で

食

用

品

質

に

ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス
は
ノ
ル
ウ
ェ

ー
食
品
・
漁
業
・
水
産
養
殖
研

究
所
（
Ｎ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
の
技

術
を
基
に
、
日
本
や
ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
に
お
け
る

複
数
拠
点
で
実
証
実
験
を
実

施
。
磯
焼
け
状
態
の
海
で
採
捕

し
た
痩
せ
た
ウ
ニ
を
約
２
カ
月

で
食
用
に
適
し
た

身
入
り
と
品
質
に

畜
養
す
る
技
術
を

確
立
し
た
。

ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス

の
関
連
会
社
で
あ

る
大
分
う
に
フ
ァ

ー
ム
（
大
分
県
国

東
市
、
栗
林
正
秀

代
表
）
は
、
磯
焼

け
対
策
を
目
的
と

し
た
商
業
規
模
で

の
ウ
ニ
陸
上
畜
養

事
業
を
世
界
に
先

駆
け
て
国
内
で
稼

働
。
昨
年
８
月
に

は
大
分
県
内
や
台
湾
向
け
に
出

荷
を
開
始
し
た
。

武
田
代
表
に
よ
る
と
「
日
本

に
続
き
、
米
国
（
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
）、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も

事
業
化
計
画
が
進
ん
で
い
る
」

と
い
う
。

１１月の家計支出は、２人以上

世帯の消費支出が１世帯あたり

２７万７０２９円となり、前年同月比

０・６％減少した。食料支出は１・６

％減の７万８４９０円で、そのうち

魚介類への支出は４・１％減少し

て６０１６円となった。

・ＭＦ２１ 渡邉会長

・海外まき協会 中前会長

・漁港協会 橋本会長

・システム協会 森会長

わ
さ
び
製
品
を
中
心
と
す
る

香
辛
料
・
調
味
料
メ
ー
カ
ー
の

万
城
食
品
（
静
岡
県
三
島
市
、

米
山
一
郎
社
長
）
は
、
味
噌
・

醸
造
製
品
メ
ー
カ
ー
の
ハ
ナ
マ

ル
キ
（
長
野
県
伊
那
市
、
花
岡

俊
夫
社
長
）
と
協
業
し
、
今
年

４
月
頃
か
ら
鮮
魚
漬
け
魚
用
業

務
用
た
れ
２
種
類
を
販
売
す
る

こ
と
を
１１
日
発
表
し
た
。

今
回
の
協
業
で
は
、
万
城
食

品
の
鮮
魚
向
け
商
品
の
評
価
ノ

ウ
ハ
ウ
と
販
路
基
盤
、
ハ
ナ
マ

ル
キ
が
持
つ
確
か
な
発
酵
技
術

と
開
発
対
応
力
を
掛
け
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
確
か
な
お
い
し
さ

で
高
品
質
な
「
鮮
魚
漬
け
魚
用

業
務
用
た
れ
」
を
開
発
し
た
。

万
城
食
品
が
実
施
し
た
消
費

者
調
査
に
よ
る
と
、
調
理
が
簡

単
で
お
い
し
く
魚
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
漬
け
魚
の
需
要
が

高
く
、
「
味
付
け
」
が
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

西
京
漬
け
、
塩
こ
う

じ
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

今
回
発
売
す
る
「
鮮
魚
漬
け

魚
用
業
務
用
た
れ
」
は
「
生
塩

こ
う
じ
入
り
西
京
漬
け
の
素
」

「
乳
酸
菌
入
り
生
塩
こ
う
じ
」

の
２
種
類
。
消
費
者
調
査
で
最

も
人
気
の
高
か
っ
た
「
西
京
焼

き
」
と
、
様
々
な
料
理
に
活
用

し
や
す
い
「
塩
こ
う
じ
」
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
た
。
内
容
量
は

１
㎏
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
パ
ウ
チ
型
を

採
用
。
必
要
な
分
を
簡
単
に
取

り
出
し
や
す
く
、
保
存
も
し
や

す
い
。
鮮
魚
の
切
身
に
か
け
る

だ
け
で
、
簡
単
に
本
格
的
な
漬

け
魚
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き

る
。万

城
食
品
の
三
代
康
雄
取
締

役
兼
東
京
本
部
長
兼
経
営
企
画

室
長
は
「
漬
け
魚
用
た
れ
商
品

は
、
漬
け
る
作
業
を
行
う
現
場

の
課
題
と
消
費
者
に
提
供
す
る

商
品
価
値
を
両
立
さ
せ
る
難
し

さ
が
あ
る
が
、
今
回
ハ
ナ
マ
ル

キ
の
全
面
的
な
協
力
を
頂
く
こ

と
で
よ
り
良
い
商
品
を
開
発
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
購

買
動
機
を
醸
成
す
る
よ
う
な
売

場
作
り
を
行
う
な
ど
、
お
取
り

扱
い
店
舗
と
相
談
し
な
が
ら
て

い
ね
い
な
販
売
に
取
り
組
み
、

協
業
成
果
を
拡
大
し
た
い
」
と

し
て
い
る
。

ハ
ナ
マ
ル
キ
の
平
田
伸
行
取

締
役
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
は

「
万
城
食
品
の
販
路
で
鮮
魚
製

品
の
漬
け
た
れ
と
し
て
発
酵
調

味
料
を
生
活
者
に
提
案
で
き
る

こ
と
は
意
義
深
い
取
り
組
み
。

今
後
も
両
社
の
協
業
を
軸
に
、

鮮
魚
と
発
酵
調
味
料
の
可
能
性

を
調
査
・
研
究
し
、
よ
り
多
く

の
生
活
者
の
食
と
健
康
に
貢
献

し
て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

（
一
社
）
日
本
水
中
ド
ロ
ー

ン
協
会
（
東
京
台
東
区
、
小
林

康
宏
代
表
理
事
）
は
「
水
中
ド

ロ
ー
ン
×
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
水
中
会

議
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
２
月
６
日
実
施
す

る
。
副
題
は
「
私
た
ち
が
水
中

ド
ロ
ー
ン
で
【
海
の
未
来
】
に

で
き
る
こ
と
」
。
ア
テ
ナ
工
央

（
愛
知
県
岡
崎
市
）
の
平
松
卓

三
代
表
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
辺
つ

く
り
研
究
会
の
木

村
尚
理
事
ら
が
登

壇
す
る
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
昨
年
に

８
漁
港
で
展
開
し

た
水
中
ド
ロ
ー
ン

体
験
会
「
水
中
ド

ロ
ー
ン
で
知
る

『
私
た
ち
の
海
』
」
の
報
告
を

し
、
課
題
、
解
決
策
を
共
有
す

る
。
さ
ら
に
、
各
業
界
で
活
躍

す
る
有
識
者
を
招
き
、
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通

り
。▽

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・

主
催
者
挨
拶
▽
水
中
ド
ロ
ー
ン

で
知
る
「
私
た
ち
の
海
」
報
告

▽
講
演
「
『
根
が
か
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
～
豊
か
な
海
を
守
る

に
は
？
～
」
（
平

松
代
表
）
▽
講
演

「
海
辺
の
環
境
再

生
―
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
と
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
必
要
性

―
」（
木
村
理
事
）

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
～
私

た
ち
が
水
中
ド
ロ
ー
ン
で
【
海

の
未
来
】
に
で
き
る
こ
と
～

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
財
団

が
展
開
す
る
「
海
と
日
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。
希
望
者

は
専
用
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s

:
//

fo
rm

s.g
le
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w
e
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e
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）
か
ら
申
し

込
み
を
行
う
。
１３
～
１６
時
、
参

加
費
無
料
。
定
員
２
０
０
名
。

協
会
会
員
で
な
く
て
も
参
加
が

可
能
。

長
崎
大
学
総
合
生
産
科
学
域

水
産
学
領
域
の
八
木
光
晴
准
教

授
ら
は
、
附
属
練
習
船
の
「
長

崎
丸
」
「
鶴
洋
丸
」
と
共
同
で

魚
類
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
誤
食
実
態
を
こ
の
ほ
ど
明

ら
か
に
し
た
。

九
州
西
岸
の
東
シ
ナ
海
に
生

息
す
る
７
種
類
の
魚
種
、
計
３

８
５
個
体
を
対
象
に
調
査
を
実

施
。
最
も
多
く
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て
い
た
の

は
マ
サ
バ
で
、
６３
％
の
個
体
割

合
で
誤
食
が
確
認
さ
れ
た
。

八
木
准
教
授
ら
は
、
海
洋
の

浮
遊
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
採
集
し
て
、
密
度
や
サ
イ
ズ

を
調
査
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
基
に
、
誤
食
実
態
を

調
査
し
た
結
果
、
消
化
管
内
に

含
ま
れ
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
個
数
は
１
尾
あ
た
り
平

均
で
０
・
３６
個
。
底
層
魚
で
は

０
・
１２
個
だ
っ
た
が
、
マ
サ
バ

や
マ
ア
ジ
と
い
っ
た
表
層
魚
で

は
０
・
８０
個
と
約
７
倍
だ
っ
た
。

八
木
准
教
授
ら
は
「
生
体
へ

の
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
は
こ

れ
か
ら
展
開
す
る
予
定
だ
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
が
身
近
な

魚
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
」
と
し
て
い
る
。

〒１４０-０００２ 東京都品川区東品川２-２-２０（天王洲オーシャンスクエア）
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●札 幌 TEL.011(261)3103 ●仙 台 TEL.022(726)5092

●名古屋 TEL.052(684)6331 ●大 阪 TEL.06(6398)0755

●下 関 TEL.083(222)3471 ●福 岡 TEL.092(721)0999
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「サスシーカタログ」開設

万
城
食
品
と
ハ
ナ
マ
ル
キ
が
協
業

http : //www.moriya-elevator.co.jp

�０４５（７８５）３１１１（代）

団体トップ年頭会見

「信頼と誠実」

魚介類４％減

１１月家計支出

漬
け
魚
用
た
れ
を
開
発

守谷エレベータ

今週の紙面

阪
和
興
業
と
Ｇ
オ
イ
ス
タ
ー

ＧＯ大槌工場で阪和向け製造

資資本本業業務務提提携携

垂
直
統
合
事
業
を
加
速

生
塩
こ
う
じ
入
り
西
京
漬
け
の
素

ホームページ http : // www. suisantimes. co. jp /
Ｅ メ ー ル suisan @suisantimes. co. jp

国
連
が
模
範
と
し
て
推
薦

ウウニニノノミミククスス

ウ
ニ
畜
養
で
磯
焼
け
対
策

６
割
の
サ
バ
が
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
誤
食

長
崎
大
が
調
査

サンマの水揚げ状況（２０２１年１２月末）

水水
揚揚
げげ
２２
万万
ｔｔ
割割
れれ

３
年
連
続

過
去
最
低

昨
年
の
サ
ン
マ

国
連
海
洋
科
学
の
１０
年
が
掲
げ
る
ビ
ジ

ョ
ン
に
貢
献

ブルーエコノミーをテーマに

２月に特別シンポ

女
性
パ
ワ
ー
で
拓
く

日本水中ドローン協会

令
和
新

時

代

平松代表

水島氏主催の手まり寿司ワークショップで
「愛でる１０か条」を実践する参加者

さ
か
な
メ
デ
リ
ス
ト

五
感
と
コ
コ
ロ
で
魚
を
愛
で
る

水
島

綾
子
氏

木村理事


